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　ブート処理プログラムやユーザが作成したプログラ
ムを，RZ/A1Lマイコンが搭載されているCPUボー
ドで動作させるためには，作成したプログラムをSPI
フラッシュ・メモリ（以下，シリアル・フラッシュ・
メモリ）に書き込む必要があります．今回は，RZ/
A1Lマイコン搭載ボードCEV-RZ/A1L（コンピュー
テックス）を使って，シリアル・フラッシュ・メモリ
にプログラムを書き込む方法を紹介します（図1）．
　内蔵RAMにプログラムをダウンロードする機能が
あれば，ICE（In Ciruit Emulator）やデバッガ・ソフ
トウェアによらず，使用することができます．また，
シリアル・フラッシュ・メモリに合わせて内蔵シリア
ル通信回路SCIFを使ったダウンローダ・プログラム
を変更することで，他のCPUボードでも使用するこ
とができます．

紹介するSPIフラッシュ書き換え方法

　ユーザが作成したプログラムを，RZ/A1Lマイコン
の外付けシリアル・フラッシュ・メモリ上で動作させ
るには，何らかの手段でそのプログラムをシリアル・
フラッシュ・メモリに書き込む必要があります．
　本稿では，ユーザ自身がシリアル・フラッシュ・メ
モリにプログラムを書き込むソフトウェアと手順（以
下，総称してダウンローダ・システムと呼ぶ）を紹介
します．
▶�たとえ最新ICEを持っていたとしても用意しないと
いけない…

　組み込みシステムにおけるプログラムの開発には，
ICEを用いるのが一般的です．

図1　RZマイコン基板CEV-RZ/A1Lでブートローダ&ユーザ・プログラム用SPIフラッシュ・メモリを書き換える方法
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RZマイコン基板で試して合点! 動作周波数200MHz以上ほしいなら!

ブートローダ&ユーザ・プログラム用 
SPIフラッシュを書き換える方法後 編 福住 知也，萩本 良平

高性能プロセッサで定番!
SPIフラッシュ・ブート入門

RZマイコン・コーナ

http://www.kumikomi.net/interface/contents/201411.php

